
 

事 務 連 絡 
令和６年３月 19 日 

 
都道府県 

各 指定都市 介護保険主管部（局） 御中 
中 核 市 

 
厚生労働省老健局老 人 保 健 課 

高 齢 者 支 援 課 

認知症施策・地域介護推進課 

 
 
「令和６年度介護報酬改定に関するＱ＆Ａ（Vol.２）（令和６年３月 19 日）」

の送付について 

 

 

介護保険制度の運営につきましては、平素より種々ご尽力をいただき、厚く御

礼申し上げます。 

「令和６年度介護報酬改定に関するＱ＆Ａ（Vol.２）（令和６年３月 19 日）」

を送付いたしますので、貴県又は貴市におかれましては、御了知の上、管下市町

村又は事業所等への周知を徹底し、その取扱いに当たっては遺漏なきよう、よろ

しくお願い申し上げます。 
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【居住系サービス・施設系サービス】 

○ 協力医療機関連携加算について 

問 13 基準省令に規定する要件全てを満たす医療機関を、協力医療機関として複数定め

る場合、協力医療機関連携加算の算定にあたっての定期的な会議は、当該医療機関の

うち 1つの医療機関と行うことで差し支えないか。 

（答） 

 差し支えない。 

 
【介護老人保健施設】 

○ 認知症短期集中リハビリテーション実施加算（Ⅰ）について 

問 14 入所者が退所後生活する居宅又は社会福祉施設等を訪問する際、訪問する職種に

限定はあるか。 

（答） 

 居宅等を訪問する者については、専門職種に限定は行わないが、居宅等の情報がリハビリ

テーション計画を作成する者に適切に共有することが可能な者が訪問すること。 

 

○ 認知症短期集中リハビリテーション実施加算（Ⅰ）について 

問 15 入所者が社会福祉施設等へ退所する希望がある場合においても、入所前に生活を

していた居宅を訪問する方が有益な情報が得られる場合や、施設におけるリハビリテ

ーション等により居宅へ退所する可能性も考えられる場合など、居宅に訪問すること

が適切と考えられる場合においては、居宅に訪問することとして差し支えないか。 

（答） 

 差し支えない。 

 

○ かかりつけ医連携薬剤調整加算について 

問 16 かかりつけ医連携薬剤調整加算（Ⅰ）、（Ⅱ）について、令和６年３月 31 日以前

に入所された者について、内服薬を６種類以上服用していない者については算定可能

か。 

（答） 

 令和６年３月 31日以前に入所された者については、加算（Ⅰ）イ及び加算（Ⅱ）につい

て、６種類以上の内服薬を服用していることを除く全ての要件を満たず場合に算定可能で

ある。加算（Ⅰ）ロについては、６種類以上の内服薬を服用していない場合には算定不可で

ある。 

 


